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SSH事業関連で発行した資料の解説
　2006年度文部科学省スーパーサイエンス（ＳＳＨ）事業では，年度ごとに研究成果報告書の作成を義務付けられ
ているが，それとは別に，簡易版として各年度の取り組みの概要や教育資料を掲載した6ページの「ＳＳＨガイドブッ
ク」を作成した。
　ＳＳＨガイドブックは，2007年版で理系進学を考えるデータ集，2010年版で英語プログラム，2008年度版は英語
版を作成，2011年版・2012年版・2013年版・2014年版・2015年版では生命科学課題研究の展開例。2013年版・2014
年版・2015 年版では野外活動を中心にした教育プログラム（自然探究Ⅰ・自然探究Ⅱ，自然探究Ａ）の実施内容
を掲載した。
また，2015年度は，ＳＳＨガイドブックとは別に，これまで本校がＳＳＨ事業関連で発行した印刷物から抜粋した
資料集として「文部科学省スーパーサイエンスハイスクール事業資料2015」と2015年度を中心にこれまでの成果の
概要を簡潔に説明した「スーパーサイエンスハイスクール研究成果報告」を発行した。
　⑴　ＳＳＨガイドブック

p1：（表紙）西表島研修旅行

p2：研究開発課題・SSHスタディサポートシステム
　　冒頭文（治部真理：文部科学省科学技術政策研究所）

p3：�生命科学基礎・野外実習・生命科学課題研究・生命・実践英語・
数理科学課題研究・発展科目

p4：西表島研修旅行（生徒の感想）・ボルネオ研修旅行

p5：カリキュラム（生命科学コース・文理コース）・行事スケジュール

p6：�運営指導委員からのメッセージ（富岡憲治・岡山大学理学部，
秦野琢之・福山大学生命工学部）・SSH運営指導委員会委員一
覧

p1：（表紙）野外実習・ブナ林
p2：SSHスタディサポートシステム・行事スケジュール
　　冒頭文（田崎和江・金沢大学大学院自然科学研究科）
p3：�生命科学基礎・生命科学実習・実践英語・発展科目・生命・野

外実習・沖縄研修旅行
p4：生命科学課題研究・数理科学課題研究・ボルネオ海外研修
p5：特集「理系進学を考える」
p6：�運営指導委員からのメッセージ（保江邦夫・ノートルダム清心女

子大学情報理学研究所，佐野淳之・鳥取大学農学部付属フィー
ルドサイエンスセンター福山大学生命工学部）・SSH運営指導委
員会委員一覧・平成19年度スーパーサイエンスハイスクール生徒
研究発表会

●2006年度SSHガイドブック

●2007年度SSHガイドブック
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p1：（表紙）東京都檜原村・都民の森

p2：研究開発年間スケジュール

p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命科学実習・実
践英語・生命科学課題研究（生物工学・発生生物学グループ，
時間生物学グループ，環境化学グループ）

p4：発展科目・生命・数理科学課題研究・物質科学課題研究

p5：�野外実習・沖縄研修旅行・ボルネオ海外研修・北海道研修旅行・
SSH 研究開発の成果と生徒の変容

p6：�運営指導委員からのメッセージ（入江泉・岡山大学教育学部）・
SSH運営指導委員会委員一覧・SSHで取り組んできた科学研
究発表の成果

●2009年度SSHガイドブック

p1：（表紙）マレーシアサバ州の自然

p2：�SSHスタディサポートシステム・生徒へのメッセージ（Siu-Shan・
JSPS�fellow�2007-2009）

p3：�生命科学基礎・実践英語・実践英語・発展科目・生命・野外実
習・沖縄研修旅行

p4：生命科学課題研究・数理科学課題研究・ボルネオ海外研修

p5：特集「理系分野を考えるためのデータ集」

p6：�運営指導委員からのメッセージ（西松伸一郎・川崎医科大学分
子生物学教室）・SSH 運営指導委員会委員一覧・SSH生徒研
究発表会で科学技術振興機構理事長賞を受賞

●2008年度SSHガイドブック

p1：（表紙）マレーシア・マヌカン島
p2：研究開発年間スケジュール
p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命科学実習・生命・

実践英語・発展科目・蒜山野外実習・沖縄研修旅行・ボルネオ
海外研修・北海道研修旅行

p4：�生命科学課題研究（生物工学・発生生物学グループ，時間生物
学グループ，環境化学グループ・数理科学課題研究・物質科学
課題研究）・特集「岡山県小学校の飼育動物の現状分析」

p5：�特集「英語をツールに」清心の英語プログラム，科学英語研究会・
ディベートを取り入れた授業

p6：�運営指導委員からのメッセージ（田間泰子・京都大学女性研究
者支援センター）・SSH運営指導委員会委員一覧・学校ホーム

　　ページの紹介

●2010年度SSHガイドブック

（英語版）
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p1：（表紙）マレーシア・キナバル山

p2：研究開発年間スケジュール

p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命・実践英語・
高1は外国語教師が担任・自然探究Ⅰ・自然探究Ⅱ・自然探究
A・北海道研修旅行・IRIS・発展科目・生命科学課題研究（発
生生物学グループ，時間生物学グループ，環境化学グループ・
数理科学課題研究・物質科学課題研究）

p4：特集「水生シダ植物　デンジソウについての研究」

p5：�特集「生命科学コースの英語プログラムの変遷・実用英語カリキュ
ラム・第 4回科学英語研究会・日常的にホームルームは英語」

p6：�運営指導委員からのメッセージ（岩尾康宏・山口大学大学院医
学研究科）・SSH運営指導委員会委員一覧・「生物教室」と

　　�「SSH」のホームページ紹介

●2012年度SSHガイドブック

p1：（表紙）アカハライモリ

p2：研究開発年間スケジュール

p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命科学実習・実
践英語・発展科目・生命・自然探究Ⅰ・自然探究Ⅱ・自然探究 A・
北海道研修旅行・生命科学課題研究（生物工学・発生生物学グ
ループ，時間生物学グループ，環境化学グループ・数理科学課
題研究・物質科学課題研究）・特集「岡山県小学校の飼育動物
の現状分析」

p4：課題研究「カメについての研究」・「花酵母についての研究」

p5：�特集「清心の英語教育の基本的なコンセプト・科学分野で英語ディ
ベートに挑戦」

p6：�SSH 担当者からのメッセージ（秋山繁治・生命科学コース主任）・
SSH運営指導委員会委員一覧・学校ホームページの紹介

●2011年度SSHガイドブック

p1：（表紙）蒜山高原

p2：研究開発年間スケジュール

p3：理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命・実践英語・
発展科目・IRIS・生命科学課題研究（発生生物学グループ，時間生
物学グループ，環境化学グループ・数理科学課題研究・物質科学課
題研究）・課題研究のために整備された実験用機器

p4：特集「レッドデータブック絶滅危惧Ⅱ類・オオイタサンショウウ
オについての研究」

p5：特集「自然探究Ⅰ（旅程及び実施内容）」・自然探究Ⅱ・自然探究Ａ・
北海道研修旅行

p6：�運営指導委員からのメッセージ（宇野賀津子・ルイ・パストゥー
ル医学研究センター）・SSH 運営指導委員会委員一覧・清心女
子高校HPの訪問者数の年推移（2012年度）

●2013年度SSHガイドブック
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p1：（表紙）オオイタサンショウウオ
p2：研究開発年間スケジュール
p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・実践英語・発展科

目・女子大学院生生命科学交流会・集まれ！理系女子　女子生
徒による科学研究発表交流会・生命・数理科学課題研究・物
質科学課題研究・交流　森林実習withツン・フセイン・オン大
学（UTHM）・交流　サマー・サイエンス・スクール in久米島

p4：�特集「生命科学課題研究」発生生物学グループ・生物工学グルー
プ・時間生物学グループ・環境化学グループ

p5：�特集「自然探究 A（旅程及び実施内容）」・自然探究Ⅰ・自然探究Ⅱ・
北海道研修旅行

p6：�運営指導委員からのメッセージ（阿形清和・京都大学大学院理
学研究科，加藤茂明・相馬中央病院放射線対策室）・SSH運
営指導委員会委員一覧・第5回高校生バイオサミットin 鶴岡成
果発表部門「農林水産大臣賞」を受賞・SSH主任からのメッセー
ジ（秋山繁治・清心女子高等学校生命科学コース主任SSH主任）

●2015年度SSHガイドブック

p1：（表紙）座間味島
p2：研究開発年間スケジュール（2013 年度実施分）
p3：�理系進路選択支援システム・生命科学基礎・生命・実践英語・

発展科目・IRIS・生命科学課題研究（発生生物学グループ，時
間生物学グループ，環境化学グループ・数理科学課題研究・物
質科学課題研究）・集まれ！理系女子　女子生徒による科学研
究発表交流会

p4：特集「植物の就眠運動についての研究」
p5：�特集「自然探究Ⅱ（旅程及び実施内容）」・自然探究Ⅰ・自然探究 A・

北海道研修旅行
p6：�運営指導委員からのメッセージ（坂東昌子・知的人材ネットワー

クあいんしゅたいん）・SSH運営指導委員会委員一覧・平成 26
年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会で「科学技
術振興機構理事長賞」を受賞・清心女子高校HPの訪問者数
の年推移（2013 年度）

●2014年度SSHガイドブック
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　⑵　文部科学省スーパーサイエンスハイスクール事業資料2015（2016年１月28日作成）
　本校で実施しているＳＳＨ事業を理解してもらうために，これまでＳＳＨ関連で本校が発行した女子生徒の科学
研究交流会冊子やＳＳＨガイドブックなどから参考資料として抜粋した資料集で，ＳＳＨガイドブックは，ＳＳＨ事
業２期目の2011年度から2015年の冊子をすべて転載している。

　⑶　スーパーサイエンスハイスクール研究成果報告（2016年１月６日作成）
　ＳＳＨ事業 2期目の最終年度の終わりに，年次研究成果報告書とは別に，簡易版として第２期の主だった成果に
ついての12ページの報告書（Ｐ182〜Ｐ192に掲載）を作成した。

p1：何故，授業「生命」は誕生したか
p2：�西表島研修旅行　恵まれた自然に触れることが“自然を大切に

する心”を育てる
p3-4：生命科学分野への進学を考える
p5-9：座談会　理系女性はなぜ少ないか
p10-13：SSH 指定から7年，その成果と課題
p13：動物に触れることで心を育てる
p14-15：�「大切なもの」卒業生からのメッセージ集作成から女子生徒

による科学研究発表交流会開催へ
p16-21：SSH�Guide�2011
p22-27：SSH�Guide�2012
p28-33：SSH�Guide�2013
p34-39：SSH�Guide�2014
p40-45：SSH�Guide�2015
p46：生徒の課題研究の成果

p1-p2：女性研究者育成に関わる取組その１　科学系①　科学系②

p3：女性研究者育成に関わる取組その２　英語系

p4：成果普及・地域連携に関わる取組

p5：生徒の課題研究発表実績（2015年12月迄）

p6：助成金並びに教育賞取得状況・新聞・マスコミ報道

p7：新聞記事（2015年度掲載の一部）

p8：他機関からの本校に対する評価

p9-11：他校からの本校の取組評価（視察報告・JSTアンケート調査）

●文部科学省スーパーサイエンスハイスクール事業資料2015

●スーパーサイエンスハイスクール研究成果報告
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